
認定看護師とは？

～スペシャリストの紹介～

認定看護師は、高度化し専門分野が進む医療の現場において、高い
水準で看護を実践できると認められた看護師です。
認定看護師を社会に送り出すことにより、看護ケアの広がりと質の向上
を図ることを目的として、日本では1995年より 認定看護師制度が
始められました。

認定看護師とは？

認定看護師には、現在21の認定看護分野が
ありますが2020年度教育から19の認定看護
分野へと変更されました。 全国には約2万人の
認定看護師がおりそれぞれの分野で活躍してい
ます。

認定看護師には主に３つの大きな役割があります。
① 熟練した看護技術及び知識を用いた水準の高い看

護の実践。
② 看護実践を通して、看護職に対する指導。
③ 看護職等に対しての相談。
これらの役割を果たし活躍しています

21の認定看護分野（2019）

認定看護師の3つの役割

集中ケア認定看護師は集中治療室などに勤務し、生命の危機状態にある
患者さんのさらなる重症化を予防し、1日でも早く、日常生活を取り戻すた
めの回復へのケアなどを行う認定看護師です。日本には約1200人しかおら
ず全看護師数の0.001%となります。

集中ケア認定看護師とは？

救急看護認定看護師は救急外来などに勤務し、病態に応じた迅速な
救命技術、トリアージ（重症度に応じた治療優先順位の判断）の実
施、災害時における急性期の医療ニーズに対するケアなどを行う認定看
護師です。日本には約1300人の救急看護認定看護師が活躍してい
ます。

救急看護認定看護師とは？

～弊社で活躍中の集中ケア・救急看護認定看護師の紹介～

＊当資料は厚生労働省・日本看護協会などのHPに掲載されている情報を基に作成しております。一部画像出典…日本集中治療医学会HPより

認定看護師には、様々な認定看護分野があり、
全国には約2万人の認定看護師がいます。認定
看護師は年々増えてきていますが、全看護師数に
対する割合は約0.2％と非常に少なく、貴重な存
在と言えます。

認定看護師は何人いるの？

様々な認定看護分野


